
京
都
検
定
講
演
会
講
師
に
よ
る「
よ
も
や
ま
話
」。

京
都
検
定
を
通
じ
て
、京
都
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

第
20
回

京
都
検
定

第
25
回
京
都
検
定
1
級
公
開
テ
ー
マ「
法
然
上
人
」

法
然
上
人
が
広
め
た
希
望
の
光

※「
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験
®
」、「
京
都
検
定
®
」お
よ
び

そ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、京
都
商
工
会
議
所
の
商
標
で
す
。

無
断
で
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※京都検定では「公開テーマ」に関する問題が各級10 問出題されます。

　
平
安
時
代
の
末
、美
作
国（
現
在
の

岡
山
県
）に
生
ま
れ
た
法
然
上
人
は
、

13
歳
で
比
叡
山
に
入
り
ま
す
。そ
の
学

識
は
比
叡
山
に
知
れ
渡
り
ま
し
た
が
、

ど
れ
だ
け
修
行
や
勉
強
を
重
ね
て
も

悟
り
は
開
け
ず
苦
悩
し
ま
す
。さ
ら
に
、

清
凉
寺（
右
京
区
）に
あ
る
三
国
伝
来

の
釈
迦
如
来
像
を
前
に
修
行
を
行
っ
た

際
、そ
の
道
中
で
生
活
に
悩
み
苦
し
む

民
衆
の
姿
を
見
て
、

全
て
の
人
を
救
う

仏
教
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　
あ
ら
ゆ
る
経
典

を
読
み
続
け
た
法

然
上
人
は
、唐（
中

国
）の
僧
・
善
導
大

師
が
書
い
た『
観

無
量
寿
経
疏
』の

中
に
あ
る「
一
心
に

〝
南
無
阿
弥
陀
仏
〞

と
唱
え
れ
ば
、必
ず
阿
弥
陀
仏
に
導
か

れ
て
極
楽
へ
生
ま
れ
変
わ
れ
る
」と
い
う

せ
ん専 
じ
ゅ修
念
仏
の
教
え
を
見
つ
け
た
の
で
す
。

　
意
を
決
し
た
法
然
上
人
は
、比
叡
山
を

下
り
て
東
山
吉
水（
現
在
の
安
養
寺
付

近
）に
草
庵
を
建
て
、民
衆
に
お
念
仏
の

教
え
を
説
き
始
め
ま
す
。こ
の
新
し
い

教
え
は
、天
災
や
内
乱
、飢
餓
、疫
病
等

で
絶
望
の
淵
に
い
た
民
衆
に
圧
倒
的
な

支
持
を
得
て
瞬
く
間
に
広
が
り
、多
く

の
民
衆
が
法
然
の
教
え
に
救
わ
れ
ま
し

た
。し
か
し
、急
な
勢
力
拡
大
は
旧
仏
教

勢
力
の
反
発
を
呼
び
、弟
子
が
後
鳥
羽

上
皇
の
怒
り
を
か
う
事
件
を
起
こ
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
讃
岐
国（
現
在
の
香

川
県
）へ
流
さ
れ
ま
す（
建
永
の
法
難
）。

5
年
の
の
ち
に
罪
は
許
さ
れ
て
京
都
へ

戻
り
ま
す
が
、80
歳
で
入
寂
し
ま
し
た
。

　
法
然
上
人
の
教
え
は
、「
浄
土
宗
」と

い
う
教
団
と
な
って
大
き
く
発
展
を
遂
げ
、

今
年
2
0
2
4
年
に
は
、開
宗
8
5
0
年

を
迎
え
ま
し
た
。現
在
京
都
府
内
に
は
、

浄
土
宗
総
本
山
で
あ
る
知
恩
院（
東
山
区
）

を
は
じ
め
、金
戒
光
明
寺（
左
京
区
）、

百
萬
遍
知
恩
寺（
左
京
区
）、清
浄
華
院

（
上
京
区
）を
加
え
た
四
箇
本
山
や
、西
山

禅
林
寺
派
総
本
山
の
禅
林
寺（
左
京
区
）、

誓
願
寺（
中
京
区
）、粟
生
光
明
寺（
長
岡

京
市
）が
集
中
。さ
ら
に
法
然
上
人
ゆ
か
り

の
二
十
五
霊
場
で
は
、先
に
あ
げ
た
本
山

を
含
め
、清
水
寺
阿
弥
陀
堂（
東
山
区
）、

正
林
寺（
東
山
区
）、源
空
寺（
伏
見
区
）、二
尊

院（
右
京
区
）、月
輪
寺（
右
京
区
）、法
然

寺（
右
京
区
）、勝
林
院（
左
京
区
）と
いっ
た

半
数
あ
ま
り
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
法
然
上
人
が
見
い
だ
し
、人
々
の
救
済

の
た
め
に
勇
気
を
も
っ
て
広
め
た
浄
土
の

教
え
は
、こ
の
京
都
で
育
ま
れ
、現
在
も

多
く
の
人
々
を
希
望
の
世
界
へ
導
い
て

い
る
の
で
す
。

京都検定

▲京都検定の
　詳細はこちら

　または

山
村 

純
也

株
式
会
社
ら
く
た
び

代
表
取
締
役

試
験
日

2
0
2
4
年
12
月
8
日（
日
）

【
3
級
】

 

10
時
〜

【
2
級・
1
級
】13
時
30
分
〜 

会
場

京
都
市
内・
東
京
都
内
の
施
設

試
験
級
・
受
験
料

【
3
級
】3
8
5
0
円 

（
団
体:

3
0
8
0
円
）

【
2
級
】4
9
5
0
円 

（
団
体:

3
9
6
0
円
）

【
1
級
】7
7
0
0
円 

（
団
体:

6
1
6
0
円
）

申
込
期
間

【
個
人
】

 

8
月
16
日（
金
）〜
10
月
21
日（
月
）

【
団
体
】

 

8
月
16
日（
金
）〜
10
月
10
日（
木
）

※
団
体
割
引
に
つ
い
て
は
、1
団
体
で
10
名
以
上
の
受
験
者
を

　
と
り
ま
と
め
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
が
条
件
。

8
月

16
日（
金
）

【
3
級
】 

京
の
年
末
年
始

【
2
級
】 

紫
式
部
と
京
都

【
1
級
】 

法
然
上
人

知恩院三門

第
25
回 

京
都
検
定
の

申
し
込
み
を

よ
り

開
始
し
ま
す
！

8
月

16
日（
金
）

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
コ
ー
チ
ン
グ

vol.11

　
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
は
、生
徒
に
教
師
が
指
導
す
る

よ
う
に
、経
験
の
浅
い
部
下
に
上
司
が
培
っ
て
き
た
知
識

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
る
手
法
で
す
。上
司
か
ら
部
下
へ

の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
は
一
方
通
行
で
、上
司

が
明
確
な
答
え
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
前
提
で
す
。テ
ィ
ー

チ
ン
グ
で
部
下
が
得
る
も
の
は「
知
識
・ス
キ
ル
」で
す
。

　
一
方
コ
ー
チ
ン
グ
の
目
的
は
、部
下
の
成
長
を
促
す

た
め
に
気
づ
き
を
与
え
る
こ
と
で
す
。上
司
は
コ
ー
チ
の

役
割
を
担
い
、双
方
向
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
、気
づ
き
や
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
ま
す
。部
下
は
自
ら
考

え
、主
体
的
に
行
動
す
る
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と

コ
ー
チ
ン
グ
の
違
い

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
コ
ー
チ
ン
グ
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

次回は

をご紹介します
タイプ別コミュニケーション術

京都商工会議所では人材育成に関するご相談や各社の経営課題に寄り添った
研修プランのご提案を行っております。ぜひご利用ください。

  https://www.kyo.or.jp/jinzai/　
【 お問い合わせ 】 　会員部 研修事業課（京商ビジネススクール事務局）　
l 075-341-9762　　  jinzai@kyo.or.jp

経
営
者
の
た
め
の
人
財
育
成
通
信

※
人
材
を
財
産
と
捉
え
る
意
図
に
よ
り“
人
財”

と
表
記
し
て
い
ま
す
。

　
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、部
下
に
業
務
に
必

要
な
知
識
・ス
キ
ル
を
短
期
間
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
で

す
。ま
た
、講
義
形
式
で
チ
ー
ム
全
員
に
一
度
に
指
導

で
き
ま
す
。デ
メ
リ
ッ
ト
は
、部
下
が
自
分
で
答
え
を

探
す
必
要
が
な
く
、受
動
的
に
な
っ
て
自
主
性
や
独

創
性
が
育
ち
に
く
い
点
で
す
。

　
一
方
コ
ー
チ
ン
グ
で
は
、部
下
の
考
え
る
力
を
養
い
、

自
律
を
促
し
ま
す
。主
体
性
を
引
き
出
し
、自
己
効
力

感
を
高
め
る
こ
と
で
、自
ら
考
え
て
行
動
し
、実
行
へ

の
コ
ミ
ッ
ト
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。デ
メ

リ
ッ
ト
は
、
指
導
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
や
、複
数

人
を
一
度
に
指
導
す
る
こ
と
が
難
し
い
点
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。ス
キ
ル
が
な
い
上
司
の
指
導
で
は
部
下
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下
げ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ティーチング
受け手に模範解答を教えること

一方通行

受け手の中の答えを引き出すこと

一対一・双方向

知識・スキル・ノウハウの伝授 目標達成への支援（サポート）

知識・スキル 気づき・ヒント

大人数に一度に伝えることが
できるため、効率的である。

・上司の知識、技能によって左右される。
・部下が受け身になることがある。

部下の自律を促し、主体性を
引き出すことで、自己効力感を

高めることが可能である。

・部下の育成・成長には時間がかかる。
・部下が上司の思惑通りに
　行動するとは限らない。

Teaching コーチング Coaching

コミュニケーション
スタイル

目的

役割

与えるもの

メリット

デメリット

Teaching

Coaching

?

　
「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
」、「
コ
ー
チ
ン
グ
」と
も
強
み
が
あ

り
、目
的
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。使
い

分
け
で
部
下
の
意
欲
を
引
き
出
す
人
財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・

人
財
育
成
が
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

く
だ
さ
い
。

目
的
に
応
じ
て
使
い
分
け
よ
う

　
部
下
と
の
接
し
方
は
上
司
に
と
っ
て
悩
ま
し
い
問

題
で
す
よ
ね
。そ
し
て
悩
め
る
上
司
は「
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
」と「
コ
ー
チ
ン
グ
」と
い
う
考
え
方
を
知
り
、さ
っ

そ
く
実
践
し
よ
う
と
し
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
目
的
や

得
ら
れ
る
効
果
が
異
な
り
ま
す
。そ
の
違
い
を
説
明

で
き
ま
す
か
？

説
明
で
き
ま
す
か
？
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